
杉 退 教 た よ り ２０ ２ １年 １月 ７日 № １７ １

杉並区退職教職員の会（さくら会） 杉並支部ＨＰ http://tokyousosuginami.w eb.fc2.co m

〒167-0031 杉並区本天沼 1-2-19 都教組杉並支部内 Tel 3399-8719 Fax 3399-3855

Suginami

（ １ ）

「朝焼けの燕岳」 撮影：椎野友夫（元神明中） ＊これ以上の晴天は望めない朝。
雪面が淡くマゼンタに輝いています。北アルプスの女王の名に恥じない秀麗な姿です。T

年
頭
所
感

長
谷
川

元
昭

（
元
松
ノ
木
小
）

新
し
い
年
で
す
。
で
も
「
コ
ロ
ナ
の
年
」
が
続
き
ま

す
。
「
穏
や
か
な
日
」
が
来
る
の
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

先
日
『
ハ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
多
発
は
、
資
本
主
義
の
利

潤
第
一
主
義
の
も
と
で
の
「
物
質
代
謝
の
錯
乱
」—

—

自
然
環
境
の
破
壊
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
う
点
で
、

地
球
規
模
で
の
気
候
変
動
と
同
様
』
と
い
う
言
葉
を
、

あ
る
文
章
で
読
み
ま
し
た
。
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。

「
今
年
の
言
葉
」
は
『
コ
ロ
ナ
』
で
キ
マ
リ
で
す
が
、

「
漢
字
」
の
『
密
』
は
？
で
す
。
私
な
ら
『
衰
』
で
す
。

自
分
の
身
体
的
退
化
と
政
治
の
退
廃
の
象
徴
と
し
て
。

い
ず
れ
に
せ
よ
不
健
康
で
す
ね
。

で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
『
笑
』
を
選
ん
で
い
ま
す
。

『
楽
』
『
新
』
も
上
位
で
す
。
素
晴
ら
し
い
！

東
京
新
聞
の
投
書
欄
「
若
者
の
声
」
に
も
、
小
学
生

か
ら
三
十
代
青
年
の
前
向
き
で
力
強
い
発
言
が
あ
り
、

励
ま
さ
れ
ま
す
。
希
望
で
す
。

貴
方
様
に
と
っ
て
今
年
が
「
新
し
い
躍
進
の
年
」
に

な
り
ま
す
よ
う
！

私
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
も
う
少
し
生
き
ま
す
。

二
〇
二
一
年
一
月

＊
長
谷
川
さ
ん
の
年
賀
状
か
ら
転
記
し
ま
し
た
。
係
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年賀状から…

椎野 佑子
杉
山
喜
代
子

都教組杉並支部年賀状

山川 正志

可愛い小さな

牛の縫いぐるみ

片良ふみえさん作

ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
求
め
る
署
名

取
り
組
み
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

蔭
様
で
今
年
か
ら
35
人

学
級
の
前
進
を
み
る
こ

と
が
で
き
し
ま
し
た
。
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三 村 彩 子

片 岡 照 美

善福寺池スケッチ 高木 堆芳 荒川退教 Мさんの年賀状

中野退教

Ｙさんの年賀状
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日章旗 返還相次ぐ ＮＨＫニュースウォッチ９（１０/２０）より

矢内 一弘（元松溪中）

太平洋戦争中、敗残兵の日本軍人の持っていた武運長久と書いた日章旗が米兵に

より奪い取られました。その日章旗が今１年間に１２０枚も遺族に返還されている

と言います。（米国にあるＮＰＯ ＯＢＯＮソサエティーより）

米兵の戦利品である日章旗は、仲間を殺された憎しみの象徴であり、戦中の捕虜

生活での虐待や強制労働から、日本への恨みとして忘れることのできないものでし

た。しかしその当事者である米兵も、戦後７５年が経ちこの世を去り、残された日

章旗の遺品を見つけた遺族は、どうしたものかとＮＰＯに相談が寄せられたと言い

ます。

そこで気づいたことは、父親の遺品の向こうに日本兵遺族がいるということでし

た。日本への憎しみを永遠に持ち続けることはできないし、この憎しみは自分自身

を傷つけているのではないかと思うようになったと言います。それならば、日本人

遺族に返還した方が良いのではと考えるようになったそうです。

日本兵遺族の中には遺骨や遺品も返らず、返還された日章旗を見て初めて戦死し

た父親の存在を実感したという人もいます。

日章旗返還は、戦争のもたらした悲惨さ惨禍を象徴するできごとだと思いました。

戦争に勝者も敗者もないことを、あらためて考えさせられています。

これは戦後７５年経った今だからできたのです。過去を乗り越え、憎しみが消え

て許し合うことが可能になるには、時間が必要なのです。そこには互いの歴史認識

の違いを認め合うことが、平和･友情・和解を考えるきっかけになるということで

す。これが人間の智慧じゃないですか。

◎このＮＨＫのニュースは、他に取り上げられていないのですが、７５年という

時間が戦争の憎しみを許しに変えて

いけるのだという、人間の智慧・力

を示すものだと思いました。

やうち かずひろ
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早
い
も
の
で
も
う
師
走
。コ
ロ
ナ
、コ
ロ
ナ
で
明
け
暮
れ
て
今
年

も
あ
と
一
ヶ
月
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
退
教
だ
よ
り
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、今
回
は
平
和
パ
ン
フ
も
送
っ
て
く
だ
さ
り
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。長
年
続
け
て
き
た
平
和
活
動
の
重
み
を
感

じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
来
年
は
、核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
す

る
時
で
、タ
イ
ム
リ
ー
な
取
り
組
み
だ
っ
た
な
あ…

…

と
、感

心
す
る
ば
か
り
で
す
。コ
ロ
ナ
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
中
止
に
な

る
中
、す
ご
い
な
あ…
…

と
思
い
ま
し
た
。内
容
も
豊
か
で
深
み

が
あ
り
、素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。署
名
と
す
こ
し
ば
か
り

の
カ
ン
パ
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
第
３
波
が
ひ
ど
い
で
す
。ど
う
ぞ
皆
様
、お
体
お
大
事

に
、お
元
気
で
、良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

20
・
12
・
５

田
中

惠
子
さ
ん
（
元
済
美
小
）
か
ら
の

師
走
の
た
よ
り
・
・
・

謹

賀

新

年

金
丸

和
彦
（
元
八
成
小
）

為
政
者
の
民
に
向
き
合
う
本
気
度
を

コ
ロ
ナ
は
測
る
リ
ト
マ
ス
試
験
紙

籠
も
り
居
に
妻
と
始
め
し
朝
散
歩

野
花
摘
み
来
て
春
を
楽
し
む

年
の
瀬
の
重
た
き
空
の
彼
方
に
は

帰
れ
ぬ
故
郷
の
忘
ら
れ
ぬ
山

年
越
し
川
柳

高
木

た
か
し
（
元
高
井
戸
東
小
）

橋
渡
し
掛
け
声
だ
け
で
は
架
け
ら
れ
ぬ

向
こ
う
岸
か
ら
で
は
で
き
ぬ
橋
渡
し

橋
渡
し
仕
事
せ
ぬ
う
ち
橋
で
き
た

核
無
く
す
橋
で
き
た
の
に
渡
ら
ぬ
か

百
八
つ
コ
ロ
ナ
の
除
夜
を
一
つ
足
し

初
夢
は
一
富
士
二
鷹

散
コ
ロ
ナ

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
入
浴
剤
で
温
泉
め
ぐ
り
・
昨
日
山
代
今
日
草

お

ゆ

津
・
眼
閉
じ
れ
ば
湯
治
場
で
・
湯
か
ら
上
が
れ
ば
缶
ビ
ー
ル
・

今
日
も
一
日
無
事
で
し
た

＊
こ
れ
は
ふ
ざ
け
す
ぎ
で
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
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政府･与党は臨時国会が閉会するなか、

７５歳以上の医療費窓口負担を単身世

帯で年金収入２００万円以上を対象に

現行１割から２割に引き上げる方針を

決め、菅義偉首相を座長とする全世代

型社会保障検討会議はこの方針を最終

報告としてまとめました。

約３７０万人の高齢者の窓口負担が

一気に２倍となるのです。今でさえ、

医療費の窓口負担が心配で受診を控え、

その結果、重篤な病気や手遅れになっ

てしまうという例が後を絶たないのが

現状です。なかには２カ月に一回の年

金支給日を待って薬をもらうためだけ

にクリニックに足を運ぶ人もいます。

安倍政権下の８年で公的年金は6.4％

も削減され、コロナ禍のもとで最も重

症化しやすい高齢者は慎重なうえにも

慎重な行動をとりながらも不安な日々

を過ごしています。

全国の年金者は、高齢者に対する経

済的な虐待ともいうべきこのような仕

打ちは断じて容認することはできませ

ん。

政府は、口をひらけば２割負担の導

入は「現役世代の負担軽減のため」と

言い訳していますが、これはまったく

の詭弁でです。もともと後期高齢者医

療制度の導入時は、高齢者の医療費の

４５％が国庫負担であったものを３５

％に引き下げ、それを現役世代に肩代

わり（共助）させるとともに高齢者自

身の負担に転換する仕掛け（自助）を

つくったのです。こうしたちぐはぐな

矛盾を解決するには国庫負担（公助）

を引き上げ、元に戻すことが唯一の解

決策でです。

だいたい医者にかかるのにその都度

「窓口負担」が必要なのか。社会保険

は保険料を労働者本人と雇用主が払い、

国の負担も入っています。一部負担は

費用の二重払いではないでしょうか。

現役世代の３割負担自体が問題であ

り、公費負担を増やすことこそ必要で

はないでしょうか。

政府与党は、７５歳以上医療費２割

負担の実施時期については次の参院選

後、２２年度後半からとすることで合

意したといいます。国民世論を恐れる

党利党略と言うべき姑息な手法です。

政府は、来年の通常国会に関連法案

を提出しようとしています。全国の高

齢者が団結し、現役世代とも手をつな

いで、政府・与党のたくらみを打ち破

るために全力を尽くそうではありませ

んか。 （年金者組合資料より）

医療負担倍増反対

厚労省前での抗議行動


